
Hyogo Prefecture

○地域循環共生圏とは
○兵庫県が取組む事例（北摂里山地域循環共生圏）
○今後の進め方

1
令和６年８月２９日（木） 兵庫県環境部環境政策課

バイオマス部会に向けて

【地域資源である木質バイオマス等の活用】

兵庫県環境部環境政策課

【地域課題の解決に取組んでいく→(成果のひとつ)化石燃料からの転換】
※アンケート調査を実施しますので、関係部署との調整をお願いいたします。
●主に地域資源としての木質バイオマスの現状は
（発生状況、処理状況、活用事例）

●木質バイオマスの活用事例は
●地域課題として取組むべき事業
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地域循環共生圏とは 2
８／２９兵庫県環境部環境政策課

基本的な考え方

「地域循環共生圏」とは、地域の資源、自分たちの目の前にあるものの可能性をもう一度考え直
し、その資源を有効活用しながら環境・経済・社会をよくしよう、資源を融通し合うネットワー
クをつくっていこうという考え方

少子高齢化、過疎化の一方で、
自然の恵みの宝庫

地方は都市に依存していると
思われがちだが、実は、都市
が地方に依存

自然の恵みをエネルギー・食
糧・観光資源として活用する
ことで地方を元気に

都市と地方のつながりの大切
さに目を向け、都市と地方が
お互いに支え合う関係を強固
に

出典：環境省Webサイト

地方の魅力

目指すべき社会
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兵庫県の取組「北摂里山地域循環共生圏」 3
８／２９兵庫県環境部環境政策課

北摂里山のポテンシャル～伝統的なエネルギーづくりと21世紀型のエネルギーづくり～
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兵庫県の取組「北摂里山地域循環共生圏」 4
８／２９兵庫県環境部環境政策課

～北摂里山地域循環共生圏構想（2021年２月策定） ～
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兵庫県の取組「北摂里山地域循環共生圏」 5
８／２９兵庫県環境部環境政策課

～里山の保全と森林資源の利活用 ～ 「伐採、集材、チップ化、コンテナ搬送、ボイラー活用」

【フォワーダによる集材】【フェラバンチャーによる伐採】 【ウインチでの集材】

ウインチ

ワイヤー

伐採木

【チップ化の様子】 【コンテナ運搬車】 【バイオマスボイラー（神戸市）】
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兵庫県の取組「北摂里山地域循環共生圏」 6
８／２９兵庫県環境部環境政策課

～剪定枝の燃料化試験 ～

剪定枝の受入れ状況

造園組合から燃料となる原料を購入

剪定枝の扱いについては、事業者と造園組合において事前に搬入ルールを取り決め、地元自
治会に説明のうえ搬入。（燃料として購入）
約半年の試験運用結果、枝葉のついた剪定枝の受け入れはなく、搬入にあたって特にトラブ
ルは発生しなかった。
剪定枝は、木質チップ乾燥システムによる乾燥を経て、良質な燃料が得られた。

含水率の高い木質チップは、数時間の強制乾燥を行うことで、良質な燃料が
得られる知見を得た。（今後も剪定枝の燃料化を継続予定。）

木質チップ乾燥試験の様子
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木質バイオマス有効活用の事業モデルの展開 7
８／２９兵庫県環境部環境政策課

～熱供給モデルの構築 ～

新たなバイオマスボイラー導入モデルとして、熱供給事業者による熱供給（第三者所有モ
デル）により、需要家（ゴルフ場、温浴施設など）が初期費用を負担せずに導入可能な手
法を検討中。
県内で発生する木質バイオマスを幅広く活用することで、チップ供給体制の安定化を図り、
化石燃料からの代替を進める。

(一社)徳島地域エネルギー

ゴルフ場・温浴施設など

熱供給事業者

熱供給事業者が敷地内
にボイラーを設置し、熱
を供給
ボイラーは熱供給事業
者の所有物として、15
年程度、契約に基づき
熱を供給

需要家が熱供給事業者
に熱代金を支払（ただ
し、現状の燃料代より
安価）

宝塚市西谷地区

木質チップ
供給

チップ代金
支払

県有環境林の伐採（玉瀬地区）
伐採木は林内でチップ化し、搬出
森林は自然萌芽により更新
10～20年後、健全な里山とし
て再生

里山の再生化石燃料からの代替
（CO2の削減）

他の里山の間伐材、剪定枝など、県内で排出
される木質バイオマスも幅広く活用

木質バイオマスボイラー

伐 採 再 生

自然萌芽

燃料供給

チップ化

熱供給

熱代金支払

Hyogo Prefecture

今後の流れ 8
８／２９環境部環境政策課

環境省地域脱炭素ステップアップ支援事業

●木質バイオマス等の地域資源を活用し、地域課題の解決を目的としたバイオマス部会を設置します。

●第１回部会の開催に先立ち、皆さまにアンケート調査を実施します。

●他部局への確認等、積極的な横展開へのご協力をよろしくお願いいたします。



Hyogo Prefecture

今後の流れ 9
８／２９環境部環境政策課

アンケート調査の実施予定項目
→「地域課題を解決することで、脱炭素化・災害に強いまちづくりを地域から発信する」

１ 市町内で発生する木質バイオマス資源をどのように処理しているか
（種類：間伐材、維持管理等に伴う剪定枝、造成工事等に伴う木くず、危険木等除去、林地残材等）
（発生源：公共事業、一般家庭、事業系）
（処理ルート：一般廃棄物、産業廃棄物、売却）
（処理方法：市町がチップ化、原木等のまま森林組合、チップ業者、発電事業者等に売却、焼却）
（それぞれの量：月毎or年度毎 等）

２ 熱利用を目的とした化石燃料（重油・灯油等）ボイラーで、設置状況等を把握しているか
（カーボンニュートラルに向け、各市町関連施設でのボイラー利用状況を把握しているか）
（設置年度、更新時期、規模、燃料使用状況等）

３ 木質バイオマス資源に関する地域課題や取組事例は（将来像、各種計画、森林環境贈与税等）
（例えば、処理に関する課題等
①剪定枝（特に幹部分）の処理の問合せが多いが、クリーンセンターでの焼却処理しかできない。
②里山等の保全を進めていきたいが、遠方の発電施設まで運搬するメリットがない。
③木の駅プロジェクトや間伐材の利活用を行うにあたって、地域内で循環する方針としたい。

例えば、熱利用に関する課題等
①老朽化した湯沸かしボイラーを更新し、施設内の温水・暖房を木質由来としたい。
②地域資源を活用する設備として災害に備えたい。
③観光施設での熱利用を行い、観光客にも地域への興味をもってもらいたい。
④木質バイオマスの熱利用を産業利用することを検討している。）

４ 有機資源と関連して解決したい課題（潜在的なもの、地域の声があるもの等）


